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　災害はできるだけ経験したくないのは当然ですが、ここは災害大国日本で
あり、とくに地震については、阪神大震災以降の大地震がいずれも発生確率
の低いとされていた地域で発生していることからも、国内のどこに住んでい
ようが被災の可能性があります。災害のことを考えると私自身ネガティブな
気持ちになりますが、しかしこのたびの取材や寄稿内容を通じて、助け合い
やつながりが災害に立ち向かう大きな希望になりうることを改めて実感しま
した。これまで以上に様々な災害の危険性が高まっている昨今、防災意識と
行動を持続させていく必要があり、今後も本誌を通じて継続的に情報を提供
できればと思っています。（浮網佳苗）
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〈ご意見、ご感想をお聞かせください！〉
研究所へのご意見ご要望、「くらしと協同」のご感想やご意見をお聞かせください。
編集部一同、お待ちしております。
パソコンからは https://forms.gle/6aZV1secMk7C5gDE9 へ
スマホやタブレットからは、右記のQRコードを読み取ってご利用ください。
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